
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
年
末

年
始
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん

　
市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）

は
、
年
末
年
始
の
休
館
の
間
に
シ

ス
テ
ム
の
更
新
作
業
を
行
う
た

め
、
こ
の
間
は
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
閲
覧
が
で
き
ま
せ
ん
。

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
了
承

く
だ
さ
い
。

□
年
末
年
始
の
休
館
と
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
閲
覧
制
限
　
１２
月
２４
日
㈬

～
１
月
５
日
㈪

□
そ
の
他
　
休
館
中
に
は
、
年
に

１
度
の
約
２１
万
点
の
所
蔵
資
料
の

確
認
と
棚
を
整
理
す
る
特
別
整
理

を
行
い
ま
す
。

問
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―

５
１
２
０

子
育
て
親
育
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
で
は
、
家
庭
や
地

域
で
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を

考
え
、
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く
育
つ
た
め
の
一
助

と
な
る
よ
う
「
子
育
て
親
育
ち

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
全
国
の
子
育
て
教
室

や
母
親
学
級
で
親
子
遊
び
、
講
演

活
動
を
し
て
地
域
の
子
育
て
支
援

講
座
講
師
を
務
め
る
熊
丸
み
つ
子

氏
。「
大
丈
夫
！
子
育
て
順
調
よ
！
」

を
テ
ー
マ
に
乳
幼
児
か
ら
の
子
育

て
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１４
日
㈰
午
後
１
時

半
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
～
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容

【
第
１
部
】　
▽
実
践
発
表
（
午
後

１
時
40
分
）
＝
大
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
笠
置
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
、
武
並
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議【第
２
部
】　
▽
講
演
会
（
午
後
２

時
10
分
）
＝
熊
丸
み
つ
子
氏
の
講

演□
料
金
　
無
料
（
予
約
は
不
要
）

問
　
学
校
教
育
課
（
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
事
務
局
）（
内
線
４
７
８
）

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
体
験

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日

は
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
１３
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館

□
そ
の
他
　
入
館
無
料

問
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　
人
権
擁
護
委
員
の
小
木
曽
孝
平

さ
ん
（
上
矢
作
町
）
と
伊
藤
正
武

さ
ん
（
明
智
町
）
の
退
任
に
伴

い
、
新
し
い
委
員
に
近
藤
啓
一
さ

ん
（
上
矢
作
町
）
と
塚
田
益
巳
さ

ん
（
明
智
町
）
が
任
用
さ
れ
ま
し

た
。

□
任
期
　
１０
月
１
日
～
平
成
２９
年

９
月
３０
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
の
困

り
事
、
も
め
事
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
内
容

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
相
談
日
は
、

本
市
１５
日
号
（
１２
月
は
１
月
１
日

号
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
総
務
課
（
内
線
４
５
３
）

成
年
後
見
制
度
の
巡
回
相
談
の
会

場
変
更

　
本
紙
１１
月
１５
日
号
８
㌻
で
お
知

ら
せ
し
た
「
成
年
後
見
制
度
の
巡

回
相
談
を
開
催
」
の
場
所
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

□
変
更
前
　
市
役
所
会
議
棟

□
変
更
後
　
市
役
所
西
庁
舎
４
階

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
内

線
１
６
９
）

　
１２
月
１
日
か
ら
、
し
尿
券
の
取

り
扱
い
（
購
入
）
窓
口
が
、
会
計

課
か
ら
環
境
課
（
本
庁
舎
１
階
）

に
変
わ
り
ま
し
た
。

問
　
環
境
課
（
内
線
１
１
５
）

　
中
コ
ミ
セ
ン
の
市
国
際
交
流
協

会
の
事
務
所
は
、
１２
月
８
日
か
ら

北
庁
舎
（
旧
第
３
庁
舎
）
に
移
転

し
ま
す
。

問
　
市
国
際
交
流
協
会
（
内
線
６

４
９
）

歌川広重
（田中コレクション）

≪木曽街道六十九次之内≫
「伏見　常磐御前」大判錦絵

企画展

１２/４㈭～１/１８㈰

　映画などでもおなじみの歴史上の人物から、再
注目の人物まで波乱万丈の物語を紹介します。

１２月７日㈰、１月４日㈰は、市民の日（市民に限り観
覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」
と伝えてください）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

「主役を狙え！」

問

水道メーター
のパイロット

夜
の
冷
え
込
み
に
注
意

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水

道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
っ

た
り
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
明
け
方
の
冷
え
込

み
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
所
に
は
、
防
寒
対

策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
外
で
水
道
管
や
蛇
口
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
所

・
建
物
の
北
側

・
風
当
た
り
の
強
い
所

早
め
に
防
寒
対
策
を

　
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
保
温
が

一
番
で
す
。

・
保
温
材
や
毛
布
、
布
な
ど
を

巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
や
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
つ
け
る
。

・
不
凍
バ
ル
ブ
が
あ
る
所
は
、

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
蛇
口
を
全
部

開
け
て
水
を
抜
く
（
完
全
に
開

閉
し
な
い
と
漏
水
の
原
因
に
な

る
の
で
注
意
く
だ
さ
い
）。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
て
保

温
す
る
。

も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

は
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を

当
て
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
ま

す
。
い
き
な
り
熱
湯
を
掛
け
る

と
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
を
利

用
し
て
も
い
い
で
す
。
凍
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
そ
の
日
の

う
ち
に
水
を
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
点
検

　
宅
内
で
漏
水
が
あ
る
と
、
非

常
に
高
額
な
水
道
料
金
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
漏
水
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
長
期
間
不
在
に
す
る
場
合
に

は
、
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て
く

だ
さ
い
。

□
漏
水
の
確
認
方
法

　
家
庭
内
の
蛇
口
を
全
て
閉
め

た
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

中
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
部
分
（
写
真

参
照
）
が
回
転
し
て
い
な
い
か

を
確
認
し
ま
す
。
回
転
し
て
い

れ
ば
、
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
市
の

水
道
指
定
店
に
連
絡
し
て
速
や

か
に
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
上
下
水
道
課（
内
線
２
１

４
）

水
道
管
の
冬
支
度　

　
　
　
　

～
凍
結
す
る
前
に
防
寒
対
策
を
～

熱
湯

ビニールテープ
などで固定

毛布や布を巻く

１
２
月
は
で
す

　
１２
月
は
、「
オ
ー
ル
東
濃
地
方

税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
東

濃
県
税
事
務
所
と
本
市
、
多
治
見

市
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
中
津
川

市
の
５
市
が
連
携
し
、
税
の
徴
収

対
策
を
実
施
中
で
す
。

　
税
の
納
付
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
期

日
が
あ
り
ま
す
。
納
期
内
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
税
務
課
（
内
線
１
３
１
）

　
生
活
の
困
窮
や
事
業
不
振
の
た

め
に
、
ど
う
し
て
も
市
税
を
納
期

限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
事
情
に
合
っ
た
納
付
方
法
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
２０
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
税
務
課

□
持
ち
物
　
納
税
通
知
書
か
督
促

状
や
催
告
書
、
認
印
　 

□
そ
の
他
　
当
日
は
市
税
の
納
付

も
受
け
付
け
ま
す
。
日
時
で
都
合

が
つ
か
な
い
方
は
、
税
務
課
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
の
相
談
時

間
は
、
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

１５
分
で
す
。

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
や
国
税
徴
収
法

の
規
定
に
基
づ
き
「
財
産
の
差
し

押
さ
え
」
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行

い
ま
す

問
　
税
務
課
（
内
線
１
３
１
）

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
る
の
が

マ
ナ
ー

　
森
や
木
に
関
わ
る
仕
事
へ
の
就

職
や
転
職
を
考
え
る
人
を
対
象
に

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
平
成
２７
年
１
月
４
日
㈰

午
前
９
時
５０
分
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ

（
岐
阜
市
）

□
定
員
　
２５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
県
立
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.forest.ac.jp/

）

か
ら
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
１２
月
２６
日
㈮

問
　
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

志
０
５
７
５
―
３
５
―
２
５
２
５

近藤啓一さん塚田益巳さん

1月2日㈮は年始特別開館（観覧無料）。12月24日
㈬～ 1月 3日㈯は休館します。

問

案
内

税
の
徴
収
対
策
を
実
施
中

市
税
の
休
日
納
税
相
談

森
と
木
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

図
書
館
の
休
館
に
伴
う

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
閲
覧
制
限

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
体

験

子
育
て
親
育
ち
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催

２
人
の
人
権
擁
護
委
員
を

任
用

成
年
後
見
制
度
の
巡
回
相

談
の
会
場
変
更

市
国
際
交
流
協
会
が
北
庁

舎
に
移
転

し
尿
券
の
取
り
扱
い
窓
口

を
環
境
課
に
変
更

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

問問

問

問

問

問問問問
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▲太陽光発電の事業

市
立
恵
那
病
院
で
糖
尿
病
予
防
調

理
実
習
を
開
催

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
、
糖
尿
病

を
学
ん
で
健
康
管
理
を
し
て
も
ら

う
た
め
、
全
１０
回
に
わ
た
っ
て

糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。	

　
９
回
目
の
今
回
は
、「
第
２
回

糖
尿
病
食
を
食
べ
て
み
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
学
び
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。	

□
と
き
　
１
月
２１
日
㈬
午
後
０
時

半
～
１
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
定
員
　
２０
人

□
料
金
　
５
０
０
円
（
食
事
代
）

□
講
師
　
富
田
由
乃
氏
（
市
立
恵

那
病
院
管
理
栄
養
士
）

□
締
め
切
り
　
１２
月
２６
日
㈮

　
　
　
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）　
　

　　
恵
那
病
院
で
は
、
糖
尿
病
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
健
康

管
理
し
て
も
ら
う
た
め
、
糖
尿
病

予
防
調
理
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
調
理
実
習
で
は
、
管
理
栄

養
士
の
指
導
で
材
料
や
調
味
料
を

計
量
し
な
が
ら
料
理
を
作
り
、
目

で
見
て
味
わ
っ
て
食
事
療
法
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
家
族
や
友
人
な

ど
複
数
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

□
と
き
　
平
成
27
年
２
月
８
日
㈰

午
前
10
時
半
～
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

布
巾
（
１
枚
）

□
定
員
　
２０
人

□
締
め
切
り
　
１
月
３０
日
㈮

　
　
　
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）

工
業
統
計
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

　 

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
事

業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
工
業

統
計
調
査
を
１２
月
３１
日
現
在
で
行

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
品

出
荷
額
な
ど
を
集
計
し
、
製
造
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
方
法
は
、
１２
月
中
旬
か
ら

１
月
中
旬
に
か
け
て
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。
回
答
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
　
総
合
政
策
課
（
内
線
３
２
６
）

　
市
で
は
、
11
月
14
日
、
市
民
便

利
帳
を
官
民
協
働
で
発
行
す
る
た

め
の
協
定
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

（
大
阪
市
）
社
と
結
び
ま
し
た
。

市
民
便
利
帳
は
、
行
政
情
報
に
加

え
、
地
域
の
情
報
や
市
民
生
活
に

関
わ
り
が
あ
る
事
業
者
の
広
告
を

掲
載
し
た
、
実
用
性
の
高
い
冊
子

の
こ
と
で
す
。

　
協
定
は
、
印
刷
か
ら
発
行
、
配

布
に
要
す
る
経
費
を
広
告
料
で

賄
い
、
市
の
負
担
は
な
く
作
成

す
る
も
の
で
す
。
両
者
で
は
、

２
万
５
５
０
０
部
を
発
行
し
、
来

年
５
月
に
市
内
全
域
に
配
布
予
定

で
す
。

問
　
総
合
政
策
課
（
内
線
３
２
３
）

　公的年金を受給する方は、これまで児童扶養手当を受給できま
せんでしたが、12 月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い
方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
　公的年金は、遺族年金や障害年金、老齢年金、労災年金、遺族
補償などのことです。

【今回の改正で新たに児童扶養手当を受け取れる場合】

○子どもを養育している祖父母などが、低額の老齢年金を受給し
ている場合
○父子家庭で、子どもが低額の遺族厚生年金のみを受給している
場合
○母子家庭で、離婚後に父が死亡し、子どもが低額の遺族厚生年
金のみを受給している場合など

【支給開始日】

○手当は申請日の翌月分から支給開始になります。ただし、これ
まで公的年金を受給していたことにより児童扶養手当を受給でき
なかった方のうち、12月 1 日に支給要件を満たしている方が平
成 27 年 3 月までに申請した場合は、12 月分の手当から受給で
きます。
○ 12 月から平成27年 3 月分の手当は、平成27年 4 月に支払わ
れます。
　新たに児童扶養手当を受給するためには、市への申請が必要で
す。
　受給している年金額が児童扶養手当額よりも低いかどうかは、
市へ相談ください。
問　こども子育て支援室　（内線 189）

市
立
恵
那
病
院
の
糖
尿
病

予
防
調
理
実
習

市
立
恵
那
病
院
で
糖
尿
病

教
室
を
開
催

官
民
協
働
で
の
市
民
便
利

帳
作
成
を
協
定

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

可
で
す
。

□
受
け
付
け
開
始
　
１２
月
１９
日
㈮

午
前
１０
時

※
申
し
込
み
後
の
開
催
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
了
承
く
だ
さ
い

　
　
　
　
ら
っ
ぽ
（
楽
歩
）
志
５

６
―
４
０
６
６

施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

　
施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
職
種 

　
嘱
託
職
員
　
❶
市
役

プ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
受
講
者

を
募
集

　
ら
っ
ぽ
（
楽
歩
）（
山
岡
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
す
る
水

中
運
動
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。プ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、

誰
で
も
安
心
し
て
で
き
る
運
動
で

す
。
個
人
は
も
ち
ろ
ん
友
人
と
の

参
加
も
歓
迎
で
す
。

所
宿
日
直
業
務
（
１
人
）
❷
資
源

ご
み
収
集
業
務
（
１
人
）
❸
大
崎

浄
水
場
宿
直
業
務
（
１
人
）
❹
え

な
斎
苑
管
理
業
務
（
１
人
）

□
給
与  

公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象 

　
❶
❸
❹
は
６５
歳
未
満
、

❷
は
中
型
自
動
車
免
許
が
必
要
で

６５
歳
未
満

□
採
用
予
定
日
　
❶
平
成
27
年
２

月
26
日
㈭
❷
平
成
27
年
３
月
26
日

㈭
❸
❹
平
成
27
年
４
月
26
日
㈰

※
❹
は
事
前
２
カ
月
の
研
修
あ
り

□
申
し
込
み
方
法  

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
施
設
管
理
公
社
事
務
局
に
申

し
込
む

□
締
め
切
り 

平
成
２７
年
１
月
１６

日
㈮
（
必
着
）

問  

施
設
管
理
公
社
志
２
５
―
８

２
１
３

平
成
２
７
年
度
固
定
資
産
税
（
償

却
資
産
）
の
申
告

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産（
償
却
資
産
）

も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
所

有
す
る
償
却
資
産
を
、
所
在
す
る

市
町
村
へ
申
告
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
地
方
税
法

３
８
３
条
）。
対
象
の
方
は
、
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
告
の
対
象
　
❶
市
内
に
事
業

用
償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
❷
廃

業
や
転
出
な
ど
の
理
由
で
市
内
に

償
却
資
産
を
所
有
し
な
く
な
っ
た

方□
対
象
の
資
産
　
会
社
や
個
人
で

事
業
（
工
場
や
商
店
の
経
営
、
駐

車
場
や
ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け
や

太
陽
光
発
電
な
ど
）
を
営
む
た
め

に
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資
産

（
土
地
と
家
屋
以
外
）
で
、
所
得

税
法
か
法
人
税
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
所
得
の
計
算
で
減
価
償
却
の

対
象
と
な
る
資
産

□
申
告
期
限
　
平
成
２７
年
１
月
３０

日
㈮

□
提
出
先
　
税
務
課

問
　
税
務
課
（
内
線
１
３
７
）

　寒い時期を迎え、ストーブやファンヒーターなどの暖
房器具を使用する機会が増えてきました。この暖房器具
も誤った使い方をすれば火災や救急事故を引き起こす原
因となります。
　長年使用していない石油ストーブを手入れせず使用す
ると、火災が発生することもあります。使用する際には、
必ず販売店やメーカーのサービス部門できちんとした点
検を受けるように心掛けてください。
　暖房器具による火災原因のほとんどは、誤った取り扱
いや管理上の不注意によるものです。

（例１）電気ストーブの上に干していた洗濯物などの可
燃物が落下した。

（例２）電気ストーブのスイッチを入れたまま就寝し、
寝返りなどの際に布団が接触した。

（例３）石油ストーブの使用中に給油した。
　暖房器具からの火災を防ぐためには、まずこれらの火
災の実態を知るとともに、取扱説明書などをよく読み、
器具の正しい取り扱いや管理をしてください。

暖房器具は正しく利用を

案
内

募
集

□
と
き
　
１
月
８
日
～
３
月
１２
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～
２

時
（
全
１０
回
）

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
６５
歳

以
上
の
方

□
定
員
　
２５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
３
０
０
円
／
回

□
講
師
　
吉
田
宏
子
さ
ん
（
健
康

運
動
指
導
士
）、
前
田
芳
美
さ
ん

□
申
し
込
み
方
法
　
直
接
か
電
話

で
本
人
が
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
人
で
複
数
人
の
申
し
込
み
は
不

平
成
２７
年
度
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）
の
申
告

プ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

受
講
者

施
設
管
理
公
社
の
職
員

▲工業統計
キャラクター
コウちゃん

問

申
・

「児童扶養手当法」の一部が改正

受給対象者が拡大されます

問　恵那消防署
志 26-0119、
岩 村 消 防 署志

43-0119、 明
智 消 防 署 志

55-0119、 上
矢作分署志 47-
0119

問

申
・

問

申
・

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

問

問

問

問

問
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「障がいのある人は、どんなサービスが受けられるのかな」
「家族として、どうやって支えていけばいいのだろう」
「障がいについて、気軽に話せる知り合いがほしい」　
「困っているけど、誰に相談すればいいのかわからない」
障がいのことで、そんな悩みを抱えていませんか。
市役所以外でも、悩みを相談できる場所や、交流・意見交換ができ
る集まりがあります。１人で悩まずに、相談してみませんか。

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
後
１
時

半
～
４
時
の
間
で
、参
加
で
き
る
時
間（
途

中
の
入
退
室
は
自
由
）

□
と
こ
ろ
　
岩
村
振
興
事
務
所

□
く
ら
し
部
会
の
活
動
　
❶
問
題
、
困
り

事
、
疑
問
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
生

活
環
境
や
要
望
の
把
握
❷
福
祉
や
保
険
、

医
療
、
就
労
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
得
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
❸
課
題
解

決
の
た
め
の
改
善
案
な
ど
を
市
な
ど
に
提

案　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
１
）

　

外
へ
出
る
切
っ
掛
け
に　
　
　

　

「
サ
ロ
ン
」
の
利
用
を

　
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
自
宅
に
引

き
こ
も
ら
な
い
よ
う
、
地
域
で
生
活
す
る

方
々
が
集
ま
り
、
居
場
所
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
に
つ
な
が
る
「
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
❶
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
❷
相
談
支
援
専
門
員
が

参
加
を
認
め
た
方

□
と
き
　
毎
月
３
回

□
料
金
　
無
料
（
活
動
で
使
う
材
料
費
な

ど
は
自
己
負
担
）

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
２
）、

障
が
い
相
談
支
援
専
門
員
（
社
会
福
祉
課

内
）
志
２
６
―
２
２
１
２

　

相
談
な
ど
に
応
じ
て

　

支
援
を
し
て
い
ま
す

　
在
宅
で
暮
ら
す
障
が
い
の
あ
る
方
や
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
向
け
た
支
援
や
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
右
表
の
社
会
福
祉
施
設

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
表
中
の「
対
象
」欄
で
は「
身
」

は
身
体
障
が
い
者
、「
知
」
は
知
的
障
が

い
者
、「
児
」
は
障
が
い
児
、「
精
」
は
精

神
障
が
い
者
を
指
し
て
い
ま
す
。

主な相談施設 対象 住所 連絡先身 知 児 精
陶技学園相談支援センター ● ● ● ● 多治見市小泉町 2-93 志0572-26-7551

思0572-26-9722
障害者生活支援センター結 ● ● ● 中津川市栄町 1-1 にぎ

わいプラザ
志0573-62-3320
思0573-62-3321

市社会福祉協議会障がい者相談
支援事業所 ● ● ● ● 長島町正家 1-1-1 市役

所内
志 26-2212
思 20-2122

恵那たんぽぽ地域療育支援セン
ター ● ● ● ● 長島町久須見1083-35 志 26-4356

思 26-5827
県立はなの木苑指定相談支援事
業所 ● ● 土岐市泉町久尻滝ヶ洞

1512-2
志0572-54-3521
思0572-53-0036

ホーリークロスセンター ● 土岐市泉岩畑町 3-2 志0572-55-0602
思0572-55-0602

相談支援センターリンク ● ● ● ● 多治見市平井町 4-73 志0572-29-1520
思0572-26-8588

　

悩んだら　
　

困
り
事
や
要
望
な
ど
を

　

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
市
自
立
支
援
協
議
会
「
く
ら
し
部
会
」

は
、
相
談
し
た
い
こ
と
や
一
人
で
悩
ん
で

い
る
こ
と
、
市
に
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
市
の
福
祉
施
策

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
会
で
す
。
あ
な

た
の
困
り
事
や
市
へ
の
要
望
な
ど
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
週
間

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

12
月
３
日
㈬
～
９
日
㈫

投票日は１２月１４日㈰
　１２月１４日㈰に、第４７回衆議院議員総選挙、第２３回最高裁判所裁判
官国民審査が行われます。この選挙は、私たちの生活に結び付く大切

な選挙です。大切な権利を放棄しないで、投票に出掛けてください。

問　選挙管理委員会（内線５５０）

 ●投票の種類と時間、場所

□種類　小選挙区選挙、比例代表選挙、最高
裁判所裁判官国民審査の３種類です。
□時間　午前７時～午後８時（ただし笠置町、
中野方町、飯地町、山岡町、明智町、串原、
上矢作町は午後７時まで）
□投票所　有権者には、投票入場券を郵送し
ます。入場券に記載してある投票所へお越し
ください。入場券がなくても、本人が確認で
きれば投票できます。

□不在者投票　投票日の６日前までに、選挙人名
簿のある選挙管理委員会へ問い合わせください。
不在者投票ができるのは、次の方です。
❶選挙管理委員会が、不在者投票施設に指定して
いる施設に入院や入所している方
❷出張や市外で長期滞在中の方。その場合、滞在
先の市町村選挙管理委員会で投票ができます。
□郵便投票　体に重度の障がいがあるため、投票
所へ出掛けることが困難な方は、在宅のまま郵便
で投票できます。郵便投票を行うには、事前に市
選挙管理委員会に申請し「郵便投票等投票証明書」

の交付を受ける必要があります。証明書の発行に
日数が掛かりますので、早めに手続きください。
　

 ●投票ができる方

　市の選挙人名簿に登録されていて、次の条
件を満たす方は、投票ができます。
❶平成６年１２月１５日までに生まれた方　
❷平成２６年９月１日までに住民票を作成す
るか、転入届をして引き続き市内に居住して
いる方

国
政
に
あ
な
た
の
一
票
を

第４７回衆議院議員総選挙、第２３回最高裁判所裁判官国民審査

 ●市市民会館で開票

　開票は、市市民会館で行います。
□時間　午後９時

 ●用事があれば期日前投票を

　仕事や外出、地域の行事などの理由で、
１２月１４日㈰に投票できない場合は、市役所
や各振興事務所で期日前投票ができます。期
日前投票は、どの会場でもできます。
※最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票
は、７日㈰からです。期日前投票の開始日が
異なりますので注意してください　

選挙の不在者・郵便投票は早めに

【期日前投票できる期間、会場】

とき ところ 備考

１２月３日㈬
　～１３日㈯
 午前８時半
 ～ 午後８時

市役所会議棟
３日㈬～６日
㈯までは小選
挙区と比例代
表のみ

１２月９日㈫
　～１３日㈯
 午前８時半
 ～ 午後６時

各振興事務所

※入場券がなくても、本人が確認できれば期日
前投票をすることができます

【郵便投票ができる方】
手帳の種類 障がいの種別と等級

身体障害者
手帳

両下肢･体幹･移動機能＝１級･２級
心臓・腎臓 ･ 呼吸器・ぼうこう ･ 直腸 ･
小腸＝１級･３級
免疫機能障がい＝１級～３級

戦傷病者手
帳

両下肢 ･ 体幹＝特別項症～第２項症
心臓 ･ 腎臓・呼吸器 ･ ぼうこう ･ 直腸 ･
小腸＝特別項症～第３項症

介護保険被
保険者証 要介護状態区分が要介護５

障がいのある方と
その家族の方

「相談」

問

申
・

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

問

11 102014.12.1 広報えな



申問　：問い合わせ　　：申し込み

申
・
問

申
・
問

13 122014.12.1 広報えな

　
岩
村
町
の
国
指
定
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
、
他

市
か
ら
の
移
住
者
で
詩
作
家
の

伊
藤
一
樹
さ
ん
が
、
ア
ト
リ
エ

兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
約
束
の
樹き

」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
作
品

が
無
料
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
志
３
２
―
１
４
５
５
（
伊

藤
）

　「
山
を
知
る
、
木
は
巡
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
間
伐
の
体
験
と

炭
焼
き
窯
の
見
学
を
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１４
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
モ
ン
ゴ
ル
村
集
合

（
上
矢
作
町
）	

	
	

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）	

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
ガ
イ

ド
料
、
保
険
代
な
ど
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料

□
持
ち
物
　
雨
具
、
飲
み
物
、

弁
当
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
あ
る
人
）

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の

里
自
然
倶
楽
部
志
４
７
―
３
１

５
１

□
と
き
　
平
成
２７
年
１
月
１
日

㈭
午
前
９
時
半
（
受
け
付
け
は

午
前
９
時
）

※
中
止
の
場
合
は
当
日
決
定

□
コ
ー
ス
　
長
島
小
学
校
～
神

明
神
社
　
▽
小
・
中
・
高
・
大

学
・
一
般
・
家
庭
婦
人
・
４０
歳

以
上
・
４０
歳
未
満
・
親
子
の
部

＝
１
・
７
㌔
　
▽
中
・
高
・
大
学
・

一
般
の
部
＝
３
・
７
㌔

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
各
部
門
１
～
３
位

ま
で
メ
ダ
ル
を
贈
呈
。
参
加
者

に
は
参
加
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

　
　
長
島
町
体
育
協
会（
成
瀬
）

志
２
６
―
０
６
２
６

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
平
成
２７
年
１
月
６
日

㈫
、
１５
日
㈭
、
２０
日
㈫
、
２７
日

㈫
午
前
９
時
半
～
１１
時
半
（
全

４
回
）　

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程
度
が

必
要
）

□
申
し
込
み
期
間
　
１２
月
１１
日

㈭
午
前
１０
時
～
開
講
日
前
日

□
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま

す
。
申
し
込
み
時
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
初
受
講
者
は
１２
月
２９
日
㈪
ま

で
に
申
し
込
め
ば
優
先
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

広
報
え
な
１
日
号
の
「
先
人
の

宝
」
コ
ー
ナ
ー
を
、
い
つ
も
楽
し

く
読
ん
で
い
ま
す
。

　

訪
ね
て
み
た
い
と
思
え
る
場
所

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
住
所

な
ど
所
在
地
情
報
を
掲
載
し
て
あ

る
と
う
れ
し
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
大
井
町
・
知
子
）

　
当
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内

各
地
に
あ
る
素
晴
ら
し
い

先
人
の
宝
を
市
民
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
、
見
学
が
可
能
な
も
の
は

そ
の
地
へ
足
を
運
ん
で
、
本
物
を

見
て
も
ら
え
れ
ば
と
掲
載
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
見
学
が
可
能
な
も
の

に
は
所
在
地
の
情
報
を
記
載
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
読
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
合
政
策
課
）

　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
市
内

や
市
外
の
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
の

チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
ま
す

が
、
今
ど
ん
な
チ
ケ
ッ
ト
を
取
り

扱
っ
て
い
る
か
を
、
窓
口
に
表
示

し
て
も
ら
え
る
と
分
か
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
山
岡
町
・
匿
名
）

　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
内
各
所
で
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
、
他
市
で
開
催
す

る
事
業
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
を
、
主

催
者
か
ら
依
頼
を
受
け
て
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
、チ
ケ
ッ

ト
の
購
入
者
が
立
ち
寄
り
や
す
い

こ
と
も
あ
り
、
取
り
扱
い
を
す
る

チ
ケ
ッ
ト
の
件
数
も
増
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
来
館
者
が
分
か
る
場

所
に
取
り
扱
い
チ
ケ
ッ
ト
の
一
覧

を
掲
示
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

▲窓口付近に一覧を掲示

「
先
人
の
宝
」
コ
ー
ナ
ー

に
住
所
を
掲
載
し
て

文
化
セ
ン
タ
ー
に
取
り

扱
い
チ
ケ
ッ
ト
一
覧
を

　上水道は、おいしく安全な水をつくり、下水道
は、衛生的な生活を送る上で、大切な役割を果た
しています。市には、一つの上水道と１７の簡易
水道、六つの公共下水道と六つの農業集落排水が
あります。

　昨年度の上水道事業と簡易水道事業、公共下水
道事業、農業集落排水事業の決算が９月議会で認
定されました。下表の通り、上水道事業と下水道
事業の経営指標と現状をお知らせします。
　　上下水道課（内線２１８）

下水道事業（公共下水道事業・農業集落排水事業）

処理区域内人口 ３万４，０００人
水洗便所設置済人口 ３万０，１７８人
水洗化率（処理区域内人口のうち水洗便所を設置している人の割合） ８８．８％
年間有収水量（使用料対象となる水の使用量） ３４０万８，３１４立方㍍
使用料収入 ６億９，５５５万円
使用料単価（有収水量 1立方㍍当たりの使用料） ２０４．１円／立方㍍
汚水処理費 ７億０，７７１万円
汚水処理原価（有収水量 1立方㍍当たりの汚水処理費） ２０７．６円／立方㍍
経費回収率 ９８．３％
地方債残高 ９２億０，５８０万円

上下水道事業の財政状況を公表

上水道事業 上水道事業 簡易水道事業

給水区域内人口 ３万１，１２６人 ２万１，９５２人
給水人口 ３万０，５９４人 ２万１，２３１人
普及率 ９８．３％ ９６．７％
年間有収水量（水道料金の対象となった水量） ３６８万１，２６１立方㍍ ２１０万３，７１９立方㍍
有収率（有収水量を浄水場から配水された配水量で除した値） ８５．９％ ８２．５％
料金収入 ８億１，５５８万円 ４億５，５６７万円
供給単価（１立方㍍当たりの水道料金） ２２１．５円／立方㍍ ２１６．６円／立方㍍
総費用 ８億０，３３３万円 ７億４，２４５万円
給水原価（１立方㍍当たりの水道水をつくるための費用） ２１８．２円／立方㍍ ３５２．９円／立方㍍
料金回収率（給水にかかる費用のうち水道料金で回収する割合） １０１．５％ ６１．４％
地方債現在高 １２億４，５２７万円 ５４億７，４３７万円

ご
家
庭
の
み
そ
汁
の
濃
さ
は
ど
う

で
す
か
？

　
み
そ
汁
は
、
１
杯
で
１
か
ら
３

㌘
の
塩
分
量
を
含
み
ま
す
。
み
そ

汁
は
、
濃
さ
や
量
を
気
を
付
け
る

だ
け
で
、
塩
分
を
大
幅
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
血
圧
予
防

の
た
め
に
、
ま
ず
は
身
近
な
み
そ

汁
か
ら
減
塩
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

□
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
　
▽
回
数
＝

汁
物
は
１
日
１
杯
を
目
安
に
す
る

▽
量
＝
野
菜
や
き
の
こ
を
た
っ
ぷ

り
入
れ
て
具
だ
く
さ
ん
に
し
、
汁

の
量
を
減
ら
す
　
▽
濃
さ
＝
か
つ

お
節
な
ど
の
だ
し
を
利
か
せ
る

（
薄
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
）

　
市
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
で

は
、
塩
分
濃
度
測
定
器
を
使
用
し

て
、
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度

を
測
定
す
る
減
塩
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
健
康
推
進
課
で
は
、

塩
分
濃
度
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
測
定
を
希
望
の

方
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
で
使
用

し
た
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
健
康
推
進
課
（
内
線
２
８
３
）

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

方
は
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
り
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
や
被
共
済
者
に
対
し
、
各
種
手

続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
。

問
　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
志
０
３
―
６
７
３
１
―

２
８
８
７

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
る
の
が

マ
ナ
ー

　「
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
が
放
置
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
散
歩
す
る
場

合
は
、
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
の
が
マ

ナ
ー
で
す
。
飼
い
主
の
責
任
で
回

収
し
、
自
宅
へ
持
ち
帰
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
（
内
線
１
１
３
）

林
退
共
加
入
者
は
退
職
金

の
手
続
き
を

家
庭
の
み
そ
汁
か
ら
減
塩

を
始
め
ま
せ
ん
か

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰

る
の
が
マ
ナ
ー

案
内

問

問問

問
間
伐
体
験
と
炭
焼
き
窯

見
学
の
参
加
者
を
募
集

岩
村
町
へ
の
移
住
者
が

ア
ト
リ
エ
を
オ
ー
プ
ン

第
３６
回
長
島
町
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

パ
ソ
コ
ン
の
１
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

問

問




